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※インタビュー時は、マスクを着用、換気、社会的距離の確保を徹底し、感染対策を行いました。撮影時のみ、マスクを外して撮影しました。

@city_shibuya @shibuya.city

区SNSは
こちら

@city_shibuya_official @shibuyacity

一般社団法人渋谷区医師会の会長と副会長の皆さん

地域の健康を支える、渋谷区医師会。

掲載情報は新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる場合があります。
引き続き感染症対策にご協力をお願いします。

国民健康保険　私たちの健康と
生活を守る制度について  ほか

はじめてのスマートフォン講座
（シニア向け）  ほか
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内藤誠二さん
ないとうせい じ

渋谷区医師会 会長 内藤 淳さん
ないとうじゅん

渋谷区医師会 副会長鈴木一郎さん
すず き いちろう

渋谷区医師会 副会長

区と同じ方向を向き、
医療の立場から
より良い提案を
することが非常に
大切だと思います。

高齢者と若い世代、
どちらにも目を向けて
医療を考えて

いきたいと思います。

何でも相談できる、
気の合うかかりつけ医を
探してみてください。

医療や介護について、
分からないことが
あればぜひ医師会員に
お尋ねください。

区民の生活を支えるための医療を提供

ーーーーー 渋谷区医師会とはどのような組織なのでしょうか。
内藤誠二：渋谷区医師会は昭和7年10月に発足し、後に昭和23年に社団法

人として設立されました。平成25年に一般社団法人に移行し、
現在に至ります。区内に開業、就業されている医師、もしくは区
内に住所を有する医師の集まりで、医学の知識を普及させたり、
地域の衛生や福祉を支えたりすることを目的とした団体です。全
体で約530名の会員が所属しています。

ーーーーー 普段はどのような活動をしていますか。
内藤誠二：我々が提供する医療は、医学という学問ではなく、地域の皆さん

の健康や福祉を支える医療、生活を支える医療です。たとえば、
生活習慣病の予防や健康管理を目的とした特定健診、胃がんや大
腸がんをはじめとするがん検診などが大きな活動となっていま
す。一方で、生活の中には学校に行ったり、会社に勤務したりと
いう場面もありますよね。そこで、学校医や保育園医などの立場
で子どもたちの健康管理をしたり、産業医として区内の会社に勤
める皆さんの健康維持に努めたりといった活動も行なっていま
す。もちろん、高齢者の生活を支えることも、医師会の重要な取
り組みです。この点については、高齢者が住み慣れた場所で長く
生活できるように支え合う「地域包括ケアシステム」という仕組み
のお手伝いをしています。会員の医師たちが「かかりつけ医」とし
て、地域の一人一人をよく把握して、皆さんの健康をサポートで
きるように取り組んでいます。

ーーーーー 医師会の活動で重要と考えているのは、どのようなことですか。
 内藤淳： 医師会の活動は多岐にわたりますが、その中でも地域の皆さんの

お話を聞くことがとても重要だと思います。私自身も渋谷区の出
身ですから、私のクリニックには小中学校時代の先輩やPTA関
係の人がたくさんいらっしゃいましてね。日頃からいろいろとご
意見をいただいています。皆さんの健康維持や疾病に対するお考

えなどが、我々の医療のヒントになることがあるので助かってい
ます。地域の皆さんと力を合わせていくことが、医師会活動では
重要なことだと思います。

内藤誠二：区とうまく連携することも重要です。区と医師会が同じ方向を向い
て医療行政を進めていくこと。そしてその中で、医師会員は医師
としてより良い提案を考えていくことが非常に大切だと思います。

 鈴木： 私は医師会活動で最も重要なのは、区民の健康を守るという理念だ
と考えています。その中でのキーワードは、やはり「連携」の支援です。
それぞれの医師が孤立していては、区民の健康を守ることはできま
せん。医師同士の連携、あるいは介護・福祉施設との連携が必要です。
その時に、連携を支援するシステムをつくらなければならない。こ
の役割を担うのが、まさに医師会だと思います。

高齢者も若い人も大切にする医療を考えたい

ーーーーー 日本では高齢化が急速に進んでいますが、渋谷区ではどのような
医療が必要とされていますか。

 鈴木：高齢化を意識することは医師としてすごく大切だと思うんですが、
以前、渋谷区の人口動態を調べた際に驚くべきことが分かりまし
た。日本全体の高齢化率※1はもうすぐ30％に達するところなんで
すが、渋谷区はまだ18.8%※2と、20％に満たない数値なのです。
そして、15～65歳の生産年齢人口が非常に多い地域であり、中で
も30～40代の人口が最も多い。このような地域の特性を考える
と、高齢者と共に、若い人たちも大切にする医療を展開しなけれ
ばいけないと思います。たとえば、私が院長を務めている脳神経
外科・内科クリニックの状況を見ていますと、働き盛りの世代は皆
さん忙しく、大きな病院で長時間待つことが難しい。その中でも、
頭痛や神経疾患で困っている人たちが数多くいらっしゃるんです
ね。そういったところにも目を向けていく必要があると思います。

内藤誠二：鈴木先生がおっしゃるように、渋谷区は若い世代の人口が多くて活
気のある街ですが、一方で裏通りに入ると、昔ながらの商店街や住
宅地が広がり、高齢者も多く住んでいらっしゃいます。そういう面

では、高齢層と若年層の両面をしっかり見ていかなければならない
と思いますね。

 寺師： 私は表参道で産婦人科のクリニックを開業しているので、日頃か
ら女性に注目していますが、表参道駅の周辺を見ると、日中は若い
女性たちが働きに来ている一方で、住んでいる人はちょっと高齢の
ご婦人が多い地域です。どちらの層にも言えることですが、女性た
ちにすごく活気がある。その点で私が医師会員として実現したいと
思っているのが、特に10～40代の女性たちに向けて、自分の体
をきちんと見つめていけるような勉強会を提供することです。特に
子宮

けい

頸がんのワクチンや検診などについて、医師会としても区とし
ても正しい知識を皆さんと共有していきたいと考えています。

健康に関する不安があったら、医師に相談を

ーーーーー コロナ禍において、区民の皆さんに気を付けてほしいことはあり
ますか。

 内藤淳： テレビやインターネットで情報が山のようにあふれていますが、中
にはやや首をかしげるような情報もあります。分からないことが
あったら、お近くの医師会員に気軽に相談していただきたいです。

内藤誠二：マスクの着用や換気、手洗いなどは今後も気を付けて行なってい
ただきたいと思います。若い世代でも、感染すると後遺症が残る
ケースがありますので、どうか注意を続けてください。

ーーーーー 区民の皆さんにメッセージをお願いします。
 鈴木：まず、コロナ禍で皆さんに感染防止のご協力をいただき感謝いた

します。感染症は急速に拡大しますが、一方で医療従事者一人が
担える範囲は限られています。感染拡大の中で「医療崩壊」という
言葉が報じられましたが、これまでの感染状況を通じて、医療は
感染症に対して非常に弱いものであるという認識が広まったかと
思います。今後、第6波が発生する可能性も懸念されますので、
引き続き感染拡大防止へのご協力をお願いいたします。

 内藤淳：ご自身の体のことに限らず、ご家族の健康、医療や介護のことで
分からないことがあったら、ぜひお近くの医師会員に尋ねていた
だきたいと思います。どの医師が会員か分からない場合は、文化
総合センター大和田の1階にある渋谷区在宅医療相談窓口に問い
合わせていただければ、お近くの医師会員を紹介してもらえます
ので、ご活用ください。

 寺師：医師会員にはさまざまな科の医師がいますが、かかりつけ医には、
自分にとって一番気の合う医師、話しやすい医師を選んでいただ
きたいです。生涯の相談相手のように、健康に関して気になるこ
とがあれば気軽にご相談してください。すると、医師同士の連携
も取れますので、適切な科の医師を紹介することもできます。自
分の体は自分で守っていかなければならない時代ですから、まず
は医師と円滑なコミュニケーションが取れる関係をつくっていた
だければと思います。

内藤誠二：今、在宅ワークをしている方が非常に増えていると思いますが、
人間は体を動かして健康を維持していくものだと思います。ぜひ、
定期的に外に出て体を動かしていただきたいです。コロナの感染
予防と共に、体力増強も意識してみてくださいね。

寺師恵子さん
てら し けい こ

渋谷区医師会 副会長

区内の医師が所属し、地域の医療を支えている一般社団法人渋谷区医師会。行政と連携し、区民の健康を守るための取り組みについて話を伺いました。
渋谷のラジオで出張インタビュー
渋谷のラジオで出張インタビュー

区民の声に耳を傾け、行政と連携し医療を支える。区民の声に耳を傾け、行政と連携し医療を支える。
2021/12/01 2021/12/01特集 特集

バックナンバーはこちら

一般社団法人渋谷区医師会の皆
さんへのインタビューは12月
7・14日に「渋谷の星」で放送し
ます。
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とは？
「しぶや区ニュース」では毎号、「渋谷のラジオ」と連動したページを掲載。「しぶや区ニュース」と
「渋谷のラジオ」が連携して、人と人のつながりが広がる紙面を届けています。

所在地｜渋谷3-22-11 サンクスプライムビル1階　 TEL｜03-6712-6876　 
FAX｜03-5778-9620　 E-MAIL｜info@shiburadi.com　HP｜shiburadi.com/

ラジオしぶや区ニュース
月～木 11：00／16：00／21：50（10分間）
「しぶや区ニュース」の情報を発信します。

渋谷の星
火 11：15（45分間）
渋谷区で活躍する人たちが登場します。

渋谷のくらし
金 16：00（30分間）
地域の催しなどの様子を伝えます。

渋谷いきいき倶楽部
月～金 13：00／16：30（30分間）
シニアの皆さんを応援する番組です。

ラジオしぶや区ニュース（区長の部屋）
金 11：00／17：00／19：50（10分間）
長谷部区長が出演します。
（ラジオしぶや区ニュースの内容になる場合あり）

周波数：87.6MHz FM
☆公式アプリ（iOS・Android）でも聴取可能

渋谷区の番組を放送中です

※1 全人口のうち65歳以上が占める割合。　※2 令和3年1～10月の人口を基に計算。

昭和7年に渋谷区医師会が発足し、昭和23年に社団法
人、平成25年に一般社団法人に移行し現在に至る。渋
谷区文化総合センター大和田9階を拠点とし、公衆衛生
の向上や医学知識の普及をはじめ、区民の健康を守る
ためのさまざまな取り組みを行なっている。

一般社団法人渋谷区医師会

▲渋谷区医師会HP

新型コロナワクチン接種についても区と連携いただいております。




